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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は、経済学やファイナンス分野に心理学分野など他分野の研究成果をとりいれ
ることを目的としており、行動経済学、行動ファイナンス分野などに関する分野横断的な研究を進めた。
 本研究課題申請時は、専門ジャーナルなどを通じての研究成果の公表を主たる目的としていたが、実際に研究を進め
る過程では、内閣府からの派遣でOECDの世界フォーラムにて研究成果を報告する機会を得るなど、国内外の大きな会議
やイベントでも研究成果を報告する機会が得られた。
　特に、研究最終年度は、ノーベル賞受賞者のロバート・シラー教授と共同で、日本の投資家を対象としたアンケート
調査を実施し、その結果を公表する機会が得られた。

研究成果の概要（英文）： This project aimed to proceed economic or financial analysis taking in recent 
results in other fields such as psychology etc., and have done researches on behavioral economics and 
finance.
 This project's output includes publication in professional journals, oral presentation at international 
conferences, invited speeches at international and domestic meetings.
 The project leader started to conduct investor survey with Prof. Robert Schiller, winner of Nobel prize.

研究分野： 経済学
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１． 研究開始当初の背景 
 近年、経済学やファイナンス分野では、心
理学や社会学分野の研究成果など、他分野の
研究結果を参考としたり、分析手法を取り入
れた研究が盛んに進められるようになって
きている。本研究は、そのような経済学の潮
流を勘案して、分野横断的な視点からの分析
を行うことを目的としている。最も重点を置
く研究は、投資家行動の解明であるが、より
広く、人々の心理的側面を取り上げた研究を
進める。 
 
２．研究の目的 
 実験やアンケート調査など、経済学分野以
外でも用いられる手法により、経済指標以外
のデータも自ら収集し、先行研究では必ずし
も十分に明らかにされなかった投資家行動
や人々の心理面の経済、金融市場に与える影
響を分析することを目的としている。 
 また、既存データなどの分析も行い、行動
経済学分野で論文を執筆、公表することも本
研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
 投資家行動の解明のためにはまず、ネット
ワーク上に資産取引に関する模擬市場を構
築して、投資行動に関する実験を行う。同時
に市場予測に関してアンケート調査を実施
して、資産価格の変動やバブルの発生崩壊メ
カニズムを明らかにする。 
 行動経済学分野の分析に関しては、近年国
内でも整備されつつある個票データを使用
して、実証的な分析を行う。人々の価値観や
幸福感など、心理分野の研究者が扱うテーマ
に関する分析も進める。 
 
４．研究成果 
(1)本研究課題申請時は、専門ジャーナルや
学会報告を通じての研究成果の公表を主た
る目的としていたが、実際に研究を進める過
程では、内閣府からの派遣で OECD の世界
フォーラムにて研究成果を報告するなど、国
内外の大きな会議やイベントで研究成果を
報告する機会が得られた。 
 
(2)投資家行動の研究に関しては、特に東日本
大震災前後の日本の株式市場の分析結果が
評価される形となった。2013 年 1 月には、
亀坂が単著で執筆した論文が財務省発行の
英文雑誌に掲載された。さらに、海外でも非
常に有名な John Nofsinger 氏らと共著で執
筆した論文が、比較的知名度の高い英文専門
ジャーナルに掲載された。日本金融学会発行
雑誌の編集者からも、震災に関する特別号へ
の寄稿の打診があり、阪神大震災と東日本大
震災の前後の投資家行動を分析した研究結
果が掲載された。 
 
(3)投資家行動の研究に関して、特に研究最終
年度はノーベル賞受賞者のロバート・シラー

教授と共同で、日本の投資家を対象としたア
ンケート調査を実施する機会が得られた。そ
の成果の一部は、亀坂のホームページでも公
表している。 
(4)研究期間中の研究成果は、投資家行動など、
金融分野の研究成果だけでなく、経済学およ
びその周辺分野で多岐にわたって得られた。
教育分野の分析、貧困に関する分析、震災前
後の日本人の幸福感の分析など、様々な分野
にもおよび、かつ、それぞれ一定の評価が得
られた。研究成果は、経済分野の学会のみな
らず、社会学分野の国際学会や、各国の首脳
が参加する国際会議などでも報告の機会が
得られた。 
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